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１ これまでの取組経過について

鳥取駅周辺再生
基本構想（第２期）

• リ・デザイン会
議の開催

• 鳥取駅周辺特
別部会の開催

• 市議会常任委
員会で説明

再生基本計画
の検討

• 市議会常任委
員会で説明

• 市民政策コメ
ントの実施

• 市議会全員協
議会で説明

再生基本計画
（案）公表

今後2ヵ年
かけて整備
計画を策定
予定

鳥取駅周辺再生
基本計画策定

令和３年３月策定 令和５年８月 令和６年４月 令和６年６月策定

○令和３年度に策定した基本構想を上位計画に、令和５年度において、リ・デザイン会議での議論をとりまとめ、市
民へのパブリックコメントを経て、令和６年６月に「鳥取駅周辺再生基本計画」を策定。

▲基本計画イメージパース

■策定の経緯
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２ 鳥取駅周辺再整備の推進体制について
○今後、基本計画に基づき、市民や民間事業者、関係機関などと連携を強化し、より具体的な整備計画の策定、再整
備に向けて取り組む。

鳥取駅周辺リ・デザイン会議
〔 整備計画の審議〕

座長：谷本圭志氏（鳥取大学教授）
■有識者 ■行政機関 ■交通事業者 ■経済団体 ■金融機関 ■まちづくり会社

駅まち空間デザイン検討部会
〔 施設・機能等のデザイン 〕

部会長：山口敬太氏（京都大学准教授）

四者連携協議会
〔 整備計画の実現に向けた四者間の調整〕

■鳥取市 副市長
■鳥取県 副知事
■JR西日本山陰支社 副支社長
■鳥取商工会議所 副会頭

下部組織

連携

連携

■有識者
景観分野：山口敬太氏（京都大学准教授）
建築分野：阿部俊彦氏（立命館大学准教授）
交通分野：神田佑亮氏（呉工業高等専門学校教授）

■JR西日本 実務担当者
■行政機関 実務担当者
■設計チーム 復建調査設計㈱、㈱設計領域

若者・子育て世代ワークショップ
〔 若者等の意見・アイデアの取りまとめ 〕

■参加メンバー（公募）
Aグループ：子育て世代（小学生以下の子供がいる世帯）
Bグループ：高校生・大学生、若手社会人（29歳以下）

■プロデュースチーム
特定非営利活動法人bankup
鳥取大学、鳥取環境大学

連携
PPP/PFI検討チーム
〔 事業手法の整理 〕

■有識者（国交省PPPサポーター）
藏重嘉伸氏、宮谷卓志氏

■行政機関 実務担当者
■設計チーム
㈱YMFG ZONEプラニング
（国交省PPPパートナー）
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２ 鳥取駅周辺再整備の推進体制について

○本部会は、鳥取駅周辺リ・デザイン会議の下部組織として設置。
○鳥取駅周辺再整備の具体的な計画について、実務的な議論を推し進めていくことをねらいとする。
○今年度は３回程度の開催を予定し、来年２月頃を目途に中間まとめを予定。
○有識者、民間事業者、行政等による議論に加え、若者・子育て世代ワークショップの意見も踏まえながら検討を
進める。

■駅まち空間デザイン検討部会の設置について

第１回検討部会
（9月下旬~10月上旬）

第２回検討部会
（11月下旬~12月上旬）

第３回検討部会
（ 1月下旬~2月上旬）

■今年度の進め方

○内容
・基本計画のレビュー
・交通量調査結果
・市民意見途中経過
・整備コンセプトの検討
・駅まち空間デザイン案の検討

○内容
・規模算定結果
・市民意見取りまとめ
・整備コンセプト、空間デザイン
案のブラッシュアップ

○内容
・整備手法
・整備コンセプト、空間デザイン
案のブラッシュアップ（中間とり
まとめ）

R7.2月頃 交通ターミナル部分、賑わい広場部分の
機能･配置計画等中間まとめを実施
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２ 鳥取駅周辺再整備の推進体制について

○鳥取駅周辺再整備の取組を着実に推進していくため、鳥取市、鳥取県、 JR西日本山陰支社、鳥取商工会議所の
四者による協議会を設立。

○再整備の実現に向けた関係者間の調整を行っていく。

■四者連携協議会の設置について

■ 協議会の様子

▲当日の様子01 ▲当日の様子02

▲当日の様子03

■ 第１回鳥取駅周辺再整備に係る四者連携協議会
実施概要

項目 実施概要

開催日時 令和6年7月8日（月）15：0０～16:00

開催場所 市役所本庁舎2階多目的室2・3

委員
所属・役職

・鳥取市 副市長
・鳥取県 副知事
・JR西日本山陰支社 副支社長
・鳥取商工会議所 副会頭

議事内容

○規約の承認
○議題
（1）鳥取駅周辺再生基本計画について
（2）鳥取駅周辺の再生に向けた今後の主な
取組について

（3）意見交換

▲当日の様子0４
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３ 鳥取駅周辺再整備に向けた取組状況について
○今年度は、整備手法の検討、交通結節点の整備方針、デザイン計画の具体化を進めていくために、下記の各種調査
等を進めている。

１）サウンディング型市場調査（Ｒ６.８～調査開始）

２）鳥取駅周辺交通実態調査（Ｒ６.７.１７（水）実施）

鳥取駅周辺再整備は民間活力やノウハウを導入した事業実施を目指しており、民間事業者に対
して本事業への参画意欲や、施設の機能・業務の意向を把握するためのサウンディング型市場調査
を実施

鳥取駅周辺再整備に係る周辺交通状況の現状課題の深堀、再整備による影響等の分析・評価、駅
前広場を含む新たな交通ターミナルの平面計画を検討していくため、鳥取駅周辺交差点の交通量
や、バスやタクシーの待機場所の利用実態、駅周辺の歩行者通行量などの交通実態調査を実施

３）若者や子育て世代を対象にしたワークショップ（Ｒ６.９～Ｒ６.１１開催予定）

鳥取の未来を担う若者の意見やアイデアを駅周辺再整備に反映していくため、学生や若手社会人、
子育て世代を対象にしたワークショップを実施します。若者が「どのようなライフスタイルを送りた
いのか」という切り口から課題を抽出し、その解決に資する鳥取駅周辺に必要な施設・機能を検討



次の50年へ。未来創造ステーション
－ワクワクが止まらない、駅からはじまるミライのカタチ－

次の50年へ。未来創造ステーション
－ワクワクが止まらない、駅からはじまるミライのカタチ－

6

３－１）サウンディング型市場調査について

○サウンディング型市場調査は、民間事業者を対象に本事業への参加意向や興味関心がある機能・業務など整備計画
を検討していく上での意向調査を実施予定。

○今年度は、全２回の調査を予定しており、第１回目では公開型・対話型形式による調査を実施し、その結果を受け
て、第２回目では、非公開で、より踏み込んだ内容について意向を調査予定。

■鳥取駅周辺再整備に係るサウンディング型市場調査の実施方針

第１回サウンディング調査（８/２） 第２回サウンディング調査（秋ごろ）

＜公開型・対話型のサウンディング調査＞

◆実施方法
①申込者に対して、ヒアリングシートを事前配布
②当日、対話型での調査を実施（公開）

＜非公開ヒアリング・アンケート形式を予定＞

◆目的
①本事業への参画意欲や、関心のある施設の
機能・業務の意向、課題、要望を把握

◆実施方法
①個別事業者へのヒアリングもしくは
アンケート形式による調査を検討中

◆目的
①第１回サウンディング調査結果を踏まえ、
民間収益事業の可能性やその内容など
踏み込んだ意向を把握

▲公開型のイメージ

今後も
継続し
て対話
を実施
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３－１）サウンディング型市場調査について

○第１回目の公開サウンディング調査には、多種多様な業界から１５社が参加し、意見を伺った。
■ 第１回公開サウンディング調査について

■ 実施概要

区分 実施概要

主 催 鳥取市

実施日時 8月２日（金）15：１０開始

実施方法 対面形式（オープン型）

会 場 市役所本庁舎６階 会議室6-5～6-8

募集方法
市公式ＨＰ、県公式ＨＰ（鳥取県ＰＰＰ/ＰＦＩ推
進地域プラットフォーム）で申込書、ヒアリング
シート、事業説明資料を配布

募集期間 令和6年7月5日（金）～7月26日（金）

そ の 他 鳥取県ＰＰＰ/ＰＦＩ推進地域プラットフォームセ

ミナー

・日時：８月2日（金） 13：00～14：40
・会場：市役所本庁舎6階会議室
・内容：内閣府、有識者によるＰＰＰに関する

講演及び県内での事例発表など

■ 実施結果

（１）参加数：１５社

▲当日の様子01

▲当日の様子02
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分類 調査結果 総評

若者や子育て
世代が集い、
楽しめる民間
施設・機能/
その進出可能
性・条件・リス
ク

・鳥取市内に未出店のシネコン（映画館）は若者の集客に関して、非常に期待できる。

・若者のニーズとして期待が高い、おしゃれなカフェや書店、図書館などの賑わい施設の出店は十分効果的
であると考えている。

・山陰地方での民間を中心とした中心市街地の活性化の取組実績を有しており、決済・ポイント等の購買デー
タを活用した若者の集客のデータ分析などと併せて、協力できると考えている。

・文化施設等のホール機能については、大型コンテンツを誘致し続けることは困難であり、規模の大きすぎる
施設は苦労する。施設規模が大きくなく、フレキシブルに対応できる作りが望ましい。

・若者・子育て世代を呼び込む施設の運営ノウハウを活かし、駅での待ち時間を有効に活用できるちょっとし
た施設の導入も検討したい。

・交通事業者としては、駅に魅力を感じ若者が集える空間としていく必要があり、魅力を感じる歩行空間、二
次交通への乗換の利便性・安全性への配慮を考えていきたい。

・エネルギー事業者として、脱炭素の観点で関わっていく使命感を持っている。 など

ワクワクが５０
年持続するた
めのアイデア

・地元密着で人を増やすには、働き手を増やし、若い頃からイノベーションを勉強する機会や機能も重要。

・そのためには、エリアマネジメントや都市部で実績があるアーバンデザインセンター（ＵＤＣ）などの持続さ
せるための組織・仕組みが必要。

・地元の方には、鳥取駅で全国の食材が手に入り、一方で県外からの来訪者は、地元食材や魅力を楽しめる
コンテンツなどが有効。

・地方都市は、人口が減ってくる中で、如何にして人流を生み出すかが重要となる。県外からの人の流れを
呼び込むには、購買データ、人流データを活用しながら、考えていくことも必要。

・５０年前の鳥取駅整備でも市民はワクワクしたはずであり、世の中のニーズや人の流れなども常に変化して
いく中で、変化に柔軟に対応できる余地や可変性を持った施設整備も考えておくことが重要。 など

３－１）サウンディング型市場調査について
○参加事業者に対し、順番に「若者や子育て世代が集い、楽しめる民間施設・機能／その進出可能性・条件・リス
ク」「ワクワクが５０年持続するためのアイデア」について伺い、期待感や参加意欲、懸念点などについて伺った。
（２）主な意見

8
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３－２）交通実態調査について

（1）実施日時：7月17日（水）7：00～19：00
（2）調査内容：交差点交通量、渋滞長、歩行者通行量調査及び、駅周辺施設等の歩行者等通行量調査(詳細は下図の通り）

N
大丸

地下入口

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー

今町・行徳方面 市役所・県庁方面

ＪＲ鳥取駅方面

ア

エ

オ

イ

ウ

ウ

■ 交通実態調査の実施報告
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調査項目 調査内容 凡例 結果の活用

交差点自動車

交通量調査

（人手観測）

［対象箇所］交差点6箇所
［調査内容］対象交差点の方向別交通量をカウント調査 観測単位は10分間隔

4車種別（乗用車・小型貨物車・バス・普通貨物車）
［調査日時］平日1日/7:00～9:00（2時間）

交通流動の把握
路線の需給バランス
交通処理検討（静的解析）

交差点自動車

交通量調査

（人手観測）

［対象箇所］交差点３箇所
［調査内容］同上（※ただし、観測単位は1時間（ピーク時（２時間）のみ10分間隔）

4車種別（乗用車・小型貨物車・バス・普通貨物車）
［調査日時］平日1日/7:00～19:00（12時間）

ＢＴ、乗降への流出入交通
量（需要）の把握

渋滞長調査

信号現示調査

（人手観測）

［対象箇所］今町交差点、扇町、の2交差点
［調査内容］各方面別の滞留長、渋滞長を観測する。

観測単位は10分間隔（10分間内の最大渋滞長及び10分間ごとの捌け残
り車両長を観測）

［調査日時］平日1日/7:00～９:00（朝ピーク２時間）

渋滞状況の把握
交通処理検討（静的解析）

飽和交通流率

基準値観測

（ビデオ観測）

［対象箇所］今町交差点、扇町の２交差点
［調査内容］交差点４方向、車選別の飽和交通流率（青信号1時間あたりに通過しうる

最大の車両数）が把握できるようビデオ観測（撮影記録のみ）
［調査日時］平日1日/7:00～９:00（朝ピーク２時間）

交通処理検討（静的解析）

バス待機・ＢＴの

流出入台数調査

［対象箇所］バス待機場及びバスターミナル（以下、ＢＴ）への流出入台数
［調査内容］鳥取福部線の東西方向別のバス流入台数を①待機場入り、②ＢＴ入り、③

待機場⇒ＢＴ入り別にカウント／バスのみカウント、一般車対象外
観測単位は1時間（※ピーク２時間は10分間隔）

［調査日時］平日1日/7:00～19:00（12時間）

規模算定

タクシープール

利用状況

［対象箇所］鳥取駅北口及び南口タクシープール （２か所）
［調査内容］タクシープールの待機台数を毎時30分で時間断面の写真撮影
［調査日時］平日1日/7:00～19:00（12時間）

規模算定

歩行者通行量

［対象箇所］鳥取駅北口・南口のメイン出入口、地下通路、駅前横断歩道３か所
［調査内容］出入口は、駅舎と方面別間の通行量をカウント
［調査日時］平日1日/7:00～19:00（12時間）

規模算定
動線検討

［対象箇所］今町交差点、扇町
［調査内容］横断歩道部の通行量
［調査日時］平日1日/7:00～９:00（２時間）

交通処理検討
（静的解析）

３－２）交通実態調査について

10
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調査項目 調査内容 位置図との関係 結果の活用

施設利用者数
［対象箇所］改札部、シャミネ入口（駅コンコース-シャミネ間）の２か所
［調査内容］断面の出入（上下）通子者数
［調査日時］平日1日/7:00～19:00（12時間）

規模算定
動線検討

駐輪場調査

（人手観測）

［対象箇所］市営鳥取駅高架下第1、第2自転車駐車場の2箇所
［調査内容］調査開始時点の駐輪台数のカウント、以降の出入台数をカウント

観測単位は1時間
第1（自転車、原付）、第2（自転車、原付）

［調査日時］平日1日/7:00～19:00（12時間）

規模算定

■ 取り組み状況と今後の予定

各種調査の実施
（7月）

交通課題分析作業
（８～９月）

交通空間の規模算定
（10月）

○現地交通実態調査
7/17（水）実施

○調査データの入力・集計

○交通課題の分析・まとめ

○交通処理検討

○駅まち空間デザイン
検討部会へ反映

・交通空間の規模
・配置計画 など

○交通事業者・団体等意見
聴取（延べ10団体程度）

 ヒアリング調査
7/1（月）実施

 アンケート調査
7月中旬実施

３－２）交通実態調査について

⇒Ｐ１９に詳述
11



次の50年へ。未来創造ステーション
－ワクワクが止まらない、駅からはじまるミライのカタチ－

次の50年へ。未来創造ステーション
－ワクワクが止まらない、駅からはじまるミライのカタチ－

12

○昨年度のリ・デザイン会議での意見や交通事業者等ヒアリングに基づく、駅周辺の交通課題を整理。
○交通実態調査と合わせて実施した現地踏査での状況を次頁以降に示す。

３－２）交通実態調査について

⇒Ｐ１３

⇒Ｐ１３ ⇒Ｐ１４

⇒Ｐ１5

⇒Ｐ１６

⇒Ｐ１７
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■事例１ 今町２丁目交差点付近の混雑状況

▲①今町２丁目交差点を鳥取駅側から望む
（18：15頃撮影）

今町２丁目交差点を左折するバスが続く

▲②今町２丁目交差点を鳥取駅側から望む
（9：00頃撮影）

今町２丁目交差点を右折するバスが続く

▲③今町２丁目を起点とした東側への渋滞状況
（7:45頃撮影）

鳥取バスターミナル待合所付近まで渋滞

３－２）交通実態調査について

３

１

２

南側からの右折、
東側からの左折する
バスが連続する
今町２丁目交差点

今町2丁目交差点

バスの右折入庫の際、
滞留する車列により、横断歩行者・
自転車がみえづらく危険性が高い

1.8％
3.4％

8.8％

9.5％

3.7％

0％

4.3％
2.0％

10.6％

1.4％

3.7％

2.4％
今町２丁目
交差点

8時台
大型車混入率

R6.7.17交通実態調査結果

今町２丁目交差点と近接して交差点が
あることで、今町２丁目交差点の

処理能力を低減させている場合がある
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■事例２ （主）鳥取福部線上の降車バースへの路上駐車

▲①鳥取福部線 バス降車専用バース
（8：00頃撮影）

今町２丁目交差点を左折するバスが続く

▲ ②鳥取福部線 バス降車専用バース
（6：30頃撮影）

３－２）交通実態調査について

バス降車スペースへ進入する車両

バスへの乗換で、極力ターミナルに近い場所で
乗換のための降車をする送迎者

バスへの乗換

▲ ③鳥取福部線 バス降車専用バース
（7：05頃撮影）

朝の通勤時間帯は高頻度で送迎での停車が発生

駅やバスターミナルへの送迎のため、
７-９時、１６-１９時駐停車禁止場所での

停車が高頻度で発生

１

２

３

7～9時、16～19時は、
一般車両駐停車禁止
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■事例３ 駅北口ロータリーでのタクシーと一般車の混在と混雑状況

▲①駅舎側から北口ロータリー左側を望
む（7:30頃撮影）

▲③駅舎側から北口ロータリー右側を望む
（18:00頃撮影）

３－２）交通実態調査について

タクシーと一般車の動線が重なり混雑発生

▲②駅舎側から北口ロータリーを望む
（18:00頃撮影）

一般車の停車・待機場所が足らず
タクシープール前まで利用

一般車の停車・待機車両が多く、
タクシーの降車場所への停車ができない

２

３

１

一般送迎用の停車場所が不足し、
タクシー降車場所まで一般車が利用

タクシーと一般車両の動線が
複数箇所で錯綜

流出部では混雑が発生

：タクシー動線
：一般車両動線
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■事例４ 駅南口ロータリーでのバスと一般車の混在と混雑状況

▲②南口駐車場側からフコク生命前を望む
（9:00頃撮影）

▲①南口ロータリー駐車場側からフコク生命前を望む
（8:30頃撮影）

３－２）交通実態調査について

スクールバスへの乗車・見送りの様子
見送りの方は自家用車を駅南口駐車場等へ駐車

▲③フコク生命前から待機場を望む
（9:00頃撮影）

南口駐車場

南口中央駐車場

南口ロータリー駐車場

利用ルールがなく、観光バスやスクールバス、一般車両が混在
待機場が不足しており、南口ロータリー駐車場の出口付近や

走行車線を塞ぎ駐停車両が発生

南口ロータリー
駐車場

複数の観光バスが連なって乗車待ち
歩道には多くの人が待機

１

２

３

フコク生命前の待機場が不足し、
駐車場出口や走行車線を塞いで

駐停車が発生

９～１８時頃まで３つの
駐車場利用率が
８0～１00％程度に
※利用実績データより
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■事例５ 駐輪場利用の動線とＪＲからの乗換

３－２）交通実態調査について

▲①駐輪場付近（7:20頃撮影） ▲②風紋広場～駐輪場（7:20頃撮影）

歩行者と自転車の動線が混在する
風紋広場付近①JRと自転車に乗り換える学生

▲③風紋広場～駐輪場（7:20頃撮影）

歩行者と自転車の動線が混在する
風紋広場付近②

至 県立鳥取東高等学校

至 鳥取城北高等学校 至 県立鳥取西高等学校

：自転車動線
：歩行者動線
：バス利用者動線

駅舎を出て、路線バス乗車場所
の視認性やアクセスが悪い

市営第２自転車駐車場

通学時間帯には、多方向へ向かう
自転車と歩行者が集中し輻輳

２３

１
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○鳥取駅南口駐車場3箇所合計で、朝6時台から夜間まで安定的な利用があり、利用率は50％を超えている。
○ロータリー内の鳥取駅南口中央駐車場と鳥取駅南口ロータリー駐車場では、公共交通の運行時間帯に概ね合致す
る昼間の時間帯で利用率が80％を超えるなど連続的なピークがある。一方で、出入口が東側に限定されている鳥
取駅南口駐車場は、夜間の滞在車両も多く、一日を通じて利用率が60％を超えている。

○また、シャミネ駐車場は、駐車可能台数も多く、シャミネ開店時間帯で利用率50％程度で、余裕が見られる。
鳥取駅南口駐車場の利用状況鳥取駅南口駐車場の利用状況

鳥取駅南口中央駐車場

鳥取駅南口ロータリー駐車場

鳥取駅南口駐車場

図 鳥取駅南口駐車場（右図3箇所分）の時間帯別駐車台数と利用率

※2023年9月1ヶ月分の利用データを用いて集計

図 鳥取駅南口駐車場別の時間帯別入･出庫台数と利用率

※2023年9月1ヶ月分の利用データを用いて集計図 シャミネ駐車場の時間帯別駐車台数と利用率
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３－２）交通実態調査について
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分析視点 指標 箇所 分析ソース

現
状
及
び
課
題

交通混雑状況

・交差点の方向別交通量
・交差点の渋滞長

今町２丁目交差点、今町１丁目交差点
若桜街道交差点、扇町交差点
専門学校交差点、東品治交差点

・交通実態調査（R6.7）

・交差点処理能力
（交差点需要率・流入部ごとの交通容量比）

今町２丁目交差点 扇町交差点 ・交通実態調査（R6.7）

・路線別の旅行速度 駅周辺道路網 ・ＥＴＣ2.0

混雑要因

・大型車混入率
・歩行者横断通行量

今町２丁目交差点、扇町交差点 ・交通実態調査（R6.7）

・鳥取ＢＴ入口への流入状況（右左折） 今町２丁目交差点東側の交差点 ・交通実態調査（R6.7）

・駅周辺の交通流動
今町２丁目交差点、今町１丁目交差点
若桜街道交差点、扇町交差点
専門学校交差点、東品治交差点

・交通実態調査（R6.7）

・駅前道路の使われ方（車両の利用経路） 国道53号と鳥取福部線 ・ＥＴＣ2.0

危険事象 ・急ブレーキの発生頻度
今町２丁目交差点～鳥取駅前北口
若桜街道交差点～今町１丁目交差点

・ＥＴＣ2.0

タクシープール

の利用実態
・タクシープールの利用率（時間帯別） 駅北側・南側タクシープール ・交通実態調査（R6.7）

駐車場の容量 ・駅南側の駐車場の利用率（時間帯別） 南口、南口中央、南口ロータリー、シャミネ ・既存データ

課
題
解
消

バス路線の見

直しによる混雑

解消

・交差点処理能力
（交差点需要率・流入部ごとの交通容量比）

今町２丁目交差点 扇町交差点 ・交通実態調査（R6.7）

３－２）交通実態調査について
■交通実態調査等による交通課題のとりまとめ方針

○交通実態調査結果及び交通ビッグデータを活用して、課題及びその要因等を詳細に分析予定。
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■交通実態調査結果（速報値）
①最大渋滞長（R6.7.17（水）） 7:00～9：00

３－２）交通実態調査について

160ｍ
(8:40)

30ｍ
(8:40)

50ｍ
(7:50)

10ｍ
(8:20)

凡例

最大渋滞長
(発生時間帯）

今町１丁目

若桜街道

今町2丁目

扇町

R6.7.17交通実態調査結果

220ｍ
(8:20)

60ｍ
(8:10)

10ｍ
(8:40)

10ｍ
(8:40)

60ｍ
(8:00)
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区分 実施概要

主 催 鳥取市 協力：市内の高校、大学、子育て支援団体

実施日時 令和6年7月～12月

実施内容

①ワークショップの開催（公開）

【対象】 Ａグループ：子育て世代（小学生以下の子供がいる世帯）
Ｂグループ：高校生・大学生等（短大・専門学校・大学院生を含む）・若手社会人（29歳以下）

【募集人数】 各グループ20名程度
【募集期間】 令和6年7月5日（金）～8月16日（金）（先着順）
【募集方法】 申込専用サイトで募集。

市公式ＨＰ・ＳＮＳ等で情報発信
【開催時期】 Ａグループ：第１回：9月14日 第2回：11月頃

Ｂグループ：第１回：9月28日 第2回：11月頃
報告会：12月頃

②アンケート調査及びヒアリング調査の実施

・ワークショップでの意見や結果を踏まえ、若者等を対象にしたアンケート調査及び、鳥取駅やケヤキ広場、
バスターミナルなど、駅周辺の施設等を利用している若者や子育て世代を対象にヒアリング調査を実施
（10月頃予定）

３－３）若者や子育て世代を対象にしたワークショップ

○ワークショップの開催やアンケートヒアリングを通じてニーズを把握する。
○８月１６日（金）に応募を締め切り、第１回ワークショップの開催に向けて準備中。

ワークショップのイメージ

■ワークショップの実施方針

■ 実施概要


